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発行所晶盤

発行人嬰豊
編集人　葡畏窒広嘩

印刷所安藤印耀
　　（1部3円）

　　現住人口衷

　
漸
畏
臨
傑
所

…敢c
㎜
防

　（1明末日現在）
　男　19．575人G73）

　女　20．198人（→10）

　1；1　39．773人（←83）

　世箒総数
　8．239廿卜零落　　　（｛3）
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一
．
．
月
は
固
定
曲
線
税
第
。
．
期
納
の
乃
等
は
、
固
定
資
齢
税
第

の
納
期
で
す
。
第
一
期
分
や
第
二
．
一
期
分
と
一
諸
に
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を
済
ま

二
期
分
木
納
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カ
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未
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「
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明
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年末特別徴収月間
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納
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ガ
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・
・
げ
・
し
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
れ
ゑ
は
選
る
ま
で
も
な
い
…
ξ
に
、
ニ
ヒ
肇
国
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
事
で
あ
り
ま
す
・
　
　
　
　
　
｝
は
、
現
年
慢
分
は
、
納
税
名
の

御
小
知
の
崖
、
役
所
の
仕
…
穫
肌
蟻
轄
詑
稼
囎
隷
泊
耀
晒
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舳
は
「
特
別
徴
税
月
間
」
と
し
て
　
張
所
へ
納
入
し
て
戴
く
唱
と

　
　
「
年
吸
」
毎
に
処
理
し
て
・
他
の
月
以
上
に
徴
収
に
馬
力
を
一
し
、
徴
収
に
は
廻
ら
な
い
力
釧
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
か
け
、
納
入
の
遅
れ
て
い
る
人
で
遼
ん
で
お
り
童
‘
の
で
・
多
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一
も
あ
る
肇
で
し
ょ
）
が
、
滞
納

い
新
年
を
お
迎
え
ト
さ
い
ま
す

よ
う
お
勲
い
申
し
ま
す
。

一
昨
年
的
年
に
薫
れ
そ
れ
お
忙
し
い
塾
と
思
い
ま

続
き
本
年
も
慣
し
・
す
。

た
災
害
も
な
く
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

賜
か
な
実
り
に
恵
弔
は
絆
て
の
肇
か
、
毎
年
四
月

ま
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
胡
“
の
，
．
一
月
迄
に
区
切
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

は
誠
に
結
構
で
あ
て
、

h
ま
し
た
，
　
　
　
い
く
串
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
。

礎
家
の
皆
さ
ん
し
か
し
南
民
皆
様
ん
の
ー
ー
黒
雲

方
は
穫
入
れ
の
後
．
の
総
て
の
唱
か
．
年
々
々
の
区

翌
翌
や
麦
竹
等
切
り
は
、
役
所
の
、
脅
度
し
に

　
　
．
年
巾
の
締
は
お
か
隻
い
な
し
に
一
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
そ
　
妬
・
丁
っ
て
ト
．
月
に
総
整
理
き
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遼
に
、
年
内
納
入
を
お
願
い
し
［

て
蓼
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
十
二
月
一
ヵ
月
間
を

「
滞
納
一
掃
月
間
」
と
し
て
今
一
轄
理
に
協
力
寸
ろ
お
拷
え
で
、

年
長
の
南
税
で
未
納
に
な
っ
て
｝
期
隈
内
に
自
分
か
ら
巡
ん
で
旧

い
ろ
分
の
「
蘇
内
完
納
」
冷
他
・
入
し
て
戴
き
婁
、
す
ヒ
♪
お
願
い

の
月
以
上
に
強
く
お
願
い
致
し
［
し
ま
¢
。

農
業
ま
つ
り
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独
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催
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玄
米
優
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黒
木
秀
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（
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門
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米
一
等
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淋
野
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（
鎗
々
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一
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概
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典
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杏
も
行
い
ま
し
た
が
・
市
営
結
久
保
）
人
参
優
等
1
佐
藤
好
丈

婚
式
場
を
会
場
と
し
て
・
防
災
．
（
中
村
）
馬
鈴
韓
優
等
一
覧
則

営
農
水
稲
甲
南
栽
培
椰
巡
会
が
次
郎
（
美
二
三
ノ
白
菜
．
等
長
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冤
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新
開
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人
災
二
等
1
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行
わ
れ
、
映
写
会
な
ど
協
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
音
治
（
田
屋
敷
）
馬
鈴
薯
一

ま
し
た
。
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ま
た
華
年
団
連
協
の
マ
ラ
ソ
ン
　
等
－
、
坂
本
将
犬
（
西
押
）
人
根

大
会
・
和
牛
肥
育
n
m
評
会
な
ど
　
一
等
一
鈴
木
秀
人
（
引
高
）
ゴ

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一
ボ
ー
一
等
1
坂
目
指
造
（
凸
市
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出
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果
　
　
　
皿
原
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根
深
葱
一
等
－
奥
田
猪
て
．
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普
通
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赤
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）
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…
混
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
春
雄
（
松
原
）

俵
米
優
等
－
黒
木
　
豊
（
庇
手
）
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花
卉
の
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治
（
巾
ノ
別
府
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等
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本
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果
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の
部

ヒ

こ
と
し
の
回
顧

で
、
他
の
翌
々
も
一

く
＼
り
を
つ
け
る
た
ヵ
に
、

つ
ま
っ
た
進
々
津
港

でう港くで河
、ナご　　。　、17」口

遠。波ひんが
方ブ1もつし波
に手人そ’の
沖がらり漁）
の権ずヒ船ち
島現’しのlll

江崎湖た川け
台の着丈入う
が…の々1、砂
三部女早な遭

え
ろ
　
　
．
、
　
日
前
か
ら
は
、

県
細
昌
＾
啓
画
引
務
所
と
地
生
す
と
、

1
　
7
刀
）
　
チ
」
　
ρ
　
、

“
恒
」
琴
ノ
て
　
一
部
か
切
開

い
て
、
浄
船
．
廷
つ

ぐ
＼
る
ヒ
う
に
凝
っ
た
。

　
（
i
一
月
、
．
i
ヒ
ロ
写
す
）

馬
偏
韓
黒
蜜

　
　
　
こ
＼
数
年
来
年
渡
毎
増

…
加
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
滞
納

つ
は
出
入
陳
糖
も
雅
か
畠
様
の
御

マ
　　　湧’・・
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：
㌘　

　
　
ξ　
　
　
ヌ

／
　　1｛

　
噺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

’
曽
　
　
　
　
　
ヤ
乙
　
乍
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唖
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ナ
　
　
む

協
力
に
よ
り
ま
し
て
古
い
税
金

【の
滞
納
は
ど
し
く
整
瑚
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。

十
二
月
は
特
に
滝
押
物
糾
の
引

上
げ
と
差
押
不
動
産
の
公
吃
帽

　
卑
の
瀬
も
お
し
迫
っ
て
ま
い

り
、
市
民
の
皆
様
、
な
に
か
と

お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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「
ど
の
k
）
な
即
由
で
で
も
、
納

入
期
限
に
遅
れ
ま
す
と
、
必
ず

延
滞
令
を
納
め
て
戴
が
ね
げ
な

一
り
ま
廿
ん
。
啓
促
状
が
出
ま
一

と
督
促
F
数
料
、
指
冗
期
限
が

斑
き
る
と
延
滞
加
獅
金
と
い
う

τ
う
に
、
一
、
爪
に
も
門
主
に
も

｝に
な
り
ま
す
の
で
、
呉
々
も
期

限
内
納
入
冷
お
願
い
し
室
す
。

市
役
所
も
糟
様

の
御
家
庭
と
同

じ
よ
う
こ
、
ド

　
　
　
る
　
　
　
　
イ

内
に
片
付
け
ね

ば
な
ら
ぬ
仕
事

が
多
く
、
ま
た

遠
方
か
ら
の
お

客
様
も
あ
り
ま

し
て
、
多
忙
に

毎
日
を
過
し
て

お
り
ま
す
。

　
育
斐
外
も
、

　
ロ
　
そ
　
ノ

前
の
富
隔
陣
婦

跡
か
ら
、
富
島

高
校
の
旧
校
舎

に
移
っ
て
r
段

こ
の
年
末
で
ま

る
一
聾
に
な
り
ま
す
。

庁
舎
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
古

く
記
す
ぼ
ら
し
く
、
他
市
に
対

し
て
恥
ず
か
し
い
の
で
す
け
れ

三
陸
壁
ξ
り
は
、
＋
三
誉
は
希
竃
よ
つ
て
土
壌
押
白
菜
優
等
，
黒
森
券

余
分
に
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
事
・
隆
業
郁
町
ご
｝
q
こ
〃
農
業
ま

ど
、
一
而
払
く
て
明
か
る
い
の

で
、
那
務
能
準
は
却
っ
て
あ
か

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
も
難
い
こ
と
に
は
、
瀞
楽
と

小
会
論
窒
．
が
あ
り
、
各
稗
の
会

畿
や
講
演
会
が
頻
繁
に
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
も
辻
政
信
代
議
十
の
講

演
会
や
、
宮
原
東
大
教
授
の
講

義
な
ど
が
、
市
役
所
講
堂
で
催

さ
れ
、
来
会
さ
れ
た
聴
衆
に
多

大
の
感
銘
を
与
え
、
ま
た
小
会

議
室
で
は
殆
ん
ど
毎
日
の
よ
う

に
各
種
の
会
議
が
開
か
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
市
民
生
活
の
面
か
ら

見
て
、
大
変
有
難
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
私
共
は
ま
ず
臼
向
希

の
紆
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
の

か
急
務
と
考
え
ま
し
て
、
工
場

誘
致
と
か
、
港
湾
や
道
路
の
整

備
な
ど
に
全
力
を
傾
け
、
文
化

的
な
方
面
を
手
瀞
に
し
て
い
た

憾
み
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
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【
　
了
陣
　
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
ノ
　
　
　
　
　
　
玉
も
♂

q
垢
日
出
晶
受
付
、
一
日
審
査

卜
一
日
、
1
．
日
一
、
B
間
．
般

展
、
小
で
．
巾
役
川
溝
…
い
r
お
い

て
開
か
わ
ま
し
た
。

例
冠
日
向
茄
陥
業
祭
と
し
で
開

か
れ
た
も
の
て
す
が
、
こ
と
し

か
ら
は
聞
し
水
碗
部
が
、
卜
五

夜
祭
当
n
に
催
さ
れ
た
の
で
、

　
え
　
　
　
よ
ロ
　
ナ
し
か
キ

つ
り
〃
と
し
て
、
催
さ
れ
た
も

一
の
で
す
。

し
、
文
化
的
粗
面
に
力
を
尽
す

こ
と
は
、
よ
り
庶
接
に
、
ま
た

よ
り
魯
漏
的
に
巾
民
生
活
を
豊

か
に
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら

一
日
も
忽
せ
に
ヶ
る
訳
に
は
い

か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
妊
岡

に
野
口
記
念
館
か
て
き
て
、
延

岡
巾
民
の
心
の
生
盾
が
急
激
に

高
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を
眺
め

て
、つ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
炉
運

に
も
市
役
所
移
転
に
よ
っ
て
講

堂
と
小
会
畿
室
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
民
各
位
に
は
御
遠
慮
な

く
、
こ
れ
を
利
用
し
活
用
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ヰ
す
。
占
く

て
果
す
ぼ
ら
し
い
代
り
に
、
場

所
は
便
利
で
あ
り
、
無
料
で
御

使
用
が
で
き
ま
す
。
巾
役
所
て

も
こ
れ
か
ら
名
十
の
講
潰
会
を

で
き
る
だ
け
頻
繁
に
訓
画
し
、

各
稠
集
会
の
御
轍
話
も
お
引
受

け
致
し
ま
す
。
市
艮
の
皆
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
御
希
嘲
を
串
出
て
下
さ
る

と
同
時
に
、
努
め
て
こ
う
し
た

講
演
会
や
集
会
に
出
席
し
て
下

さ
る
よ
）
に
お
卜
い
致
し
ま

す
。　

な
お
運
動
場
は
、
市
民
広
場

と
し
て
将
来
も
保
存
し
、
皆
様

の
御
利
用
を
願
い
、
市
の
各
種

催
し
な
ど
も
で
き
る
だ
け
此
処

　
こ
と
し
の
新
年
名
刺
交
換
会
の

「あ
と
で
の
最
初
の
メ
モ
は
、
一

月
四
日
q
御
用
始
め
か
ら
、
市

…
駅
舎
が
現
在
の
と
こ
ろ
に
移
転

　

一
日
目
こ
と
で
す
。
高
校
々
廿
日

と
は
い
え
、
広
く
な
り
、
各
課

室
と
も
通
風
採
光
が
よ
く
な
つ

｝
て
事
務
能
率
も
上
が
っ
た
よ
う

㎜
郵
藻
で
の
、
…
し

一
の
朗
ら
か
な
こ
と
は
、
汚
水
問

り

一
題
で
反
対
を
続
け
た
門
川
町

ド

｝
が
、
県
の
熱
意
を
諒
解
さ
れ
、

大
局
的
な
立
場
で
、
協
力
の
方

｝
へ
名
え
方
を
変
え
ら
れ
た
こ
と

｝
で
す
。
正
月
七
日
両
者
間
て
調

一
印
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
の

’
ぽ
の
と
し
た
明
る
い
出
来
“
で

｝
し
た
。
ま
た
日
向
製
錬
所
も
操

業
し
て
、
盛
ん
に
煙
を
尊
く
姿

を
み
た
こ
と
も
着
々
と
臨
む
ユ

一

業
都
市
へ
の
歩
み
を
、
私
共
巾

民
は
し
か
に
感
じ
始
め
た
こ
と

で
し
た
。

工
場
誘
致
の
受
入
態
勢
の
ひ
と

つ
と
し
て
の
、
日
知
曜
原
の
土

地
区
画
整
理
事
業
が
員
体
的
に

碧
⊥
さ
れ
た
の
も
斜
頚
で
し

た
。
ま
た
財
政
面
で
は
、
健
全

化
の
再
建
計
画
第
二
コ
口
を
迎

え
て
、
収
入
の
確
保
を
期
す
る

こ
と
と
な
り
、
二
月
頃
か
ら
市

税
の
完
納
強
調
運
動
を
展
開

し
、
従
来
の
温
情
的
な
徴
収
方

法
を
脱
皮
し
て
、
正
直
者
が
馬

鹿
を
み
な
い
公
Ψ
な
微
税
強
化

を
敢
行
し
ま
し
た
。

三
月
に
は
、
や
は
り
受
入
態
勢

の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
交
教
施
設

の
整
備
と
し
て
、
次
々
と
市
立

学
校
の
麺
築
竣
r
を
み
ま
し
た

細
島
小
学
校
第
．
一
期
τ
弔
、
美

々
沖
小
学
校
第
．
．
期
－
申
、
窟

高
小
学
校
の
増
築
丁
廓
が
竣
工

し
、
ま
た
十
月
目
は
、
財
光
寺

小
学
校
第
一
期
1
駆
、
細
島
小

学
校
第
三
期
工
期
を
、
何
れ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
鞭
て
で
翰
工

　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
そ
の
他
富
島
国
学

の
分
二
恩
中
学
校
の
魏
設
事

も
そ
の
敷
地
整
地
工
事
に
考

し
ま
し
た
。

林
務
行
政
を
行
う
美
々
津
営

薯
が
、
四
月
か
ら
市
の
中
央

に
新
築
移
転
し
、
日
向
営
魅

と
改
称
し
て
出
発
し
た
こ
と

市
の
新
し
い
盗
の
ひ
と
つ
で

た
。道

路
を
造
る
こ
と
も
、
都
草

態
を
つ
く
る
大
獅
な
こ
と
で

が
、
こ
と
し
幽
来
た
道
路
、

し
て
現
屈
工
禦
継
続
申
の
も

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

す
。細

島
中
央
道
路
（
九
月
完
成

西
申
取
付
道
路
（
九
月
完
成

草
場
、
細
島
通
線
道
路
、
亀

通
線
、
天
神
山
通
練
、
飯
谷

路
、
百
町
原
市
道
、
　
（
以
ヒ

事
継
続
中
）
等
が
あ
り
ま
す

公
営
住
宅
建
般
は
三
十
戸
で

永
田
地
区
笹
川
と
戯
場
後
門

に
現
在
碧
工
中
で
あ
り
ま
す

ー
ー
！
φ
♪
一
2
壷
♂
o
重
～

（
奥
野
）

◎
繊
維
の
部

ラ
ミ
…
優
等
一
壱
岐
勇
（
久
保
）

同
一
等
－
山
本
冒
（
小
原
）
同

一
等
一
黒
本
広
又
（
中
郷
）

　
◇
参
考
餌
の
部

⑰
友
多
一
一
斡
一
瞥
－
黒
木
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

温
州
み
か
ん
優
等
一
日
高
台
太
一
一

塁
（
梶
木
）
温
州
み
か
ん
、
等
　
隔

一
黒
木
友
幸
（
嘩
野
）
柿
加
羅

一
等
一
奈
須
秋
美
（
中
村
）

◎
農
巌
加
工
の
部

郷噺

寢
繻
ﾐ
ボ
木
四
則
　
（
市
役
所
人
事

鵜
㌫
口
蝋
騨
難
蘇
る
恵

（
三
々
沖
）
一
等
－
占
谷
窟
三
　
　

井
淵
次

郎
、
無
木
清
次
郎
（
財
光
寺
）
　
腿
員
を
命
ず
る

　
　
新
年
名
刺
交
換
会

例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
新
年
名
刺
交
換
会
は
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
お
巾
込
み
は
“
〔
に
お
願
い
致
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
艮
冠
秘
井
係
ま
で

名
刺
父
換
に
代
え
て
出
会
者
名
簿
を
印
刷
し
、
当
日
会
場

で
お
渡
し
致
し
ま
す
。

申会場日
込

湧甲所時

卜

月
卜

1
1

百日一
ゴL　l白1　ナ］

卜巾一一

円役臼
　　　所1・

　　　講一
　　　’liヒ時

下
は
羨
し
く
て
な
ら
な
か
照
精
髄
懸
嚇
茶
目
等
良
曽
我
部
長
男
（
西
露
繰
講
目
鱒
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
原
）
◎
甘
し
よ
一
簿
－
本

式
場
や
市
役
所
食
堂
も
相
当
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
要
す
る
に
市
役
所
を
市
民
ヘ

サ
ー
ビ
ス
す
る
場
所
と
し
て
市

民
の
皆
様
に
利
用
し
、
親
し
ん

で
頂
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
市
役
所
移
転
一

望
年
の
記
念
口
が
近
づ
き
ま
し

た
の
で
今
月
は
巾
役
所
の
近
況

御
紹
介
を
さ
し
て
頂
き
ま
し

た
。　

　
一
☆
一

　
　
　
　
一
☆
1

川
内
）

◎
農
手
芸
品
の
部

空
口
一
等
一
児
不
弘

◎
林
産
物
の
部

（
山
口
）

　
（
美
々
津
）
◎
早
植
水
稲
優
等

－
鈴
木
転
雄
（
庄
手
）
一
等
一

｝
成
合
均
（
亀
崎
）
佐
藤
茂
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
の
執
務

繕
）
奪
梶
木
段
郎
（
美
…
市
役
所
の
桀
年
始
の
執
務
は

・
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
ご
r

，
隊
ド
さ
い
。

ノ
　
n◇

御
用
納
め
　
二
卜
八
口

　
総
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　一

……�
J

脚…

ﾋ
を
命
蔽
北
明

ゴ
総
務
課
勤
務
を
命
ず
る

三
一
　
（
以
上
十
一
月
一
日
什

削
　
雇
員
信
木
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
切

目
．
　
覆
職
を
命
ず
る

◎
畜
産
の
部

鶏
卵
優
等
一
刀
一
忠
4
（
赤
岩

一
）
同
一
等
ノ
一
i
永
友
栄
太

郎
（
山
ト
）
同
．
等
ノ
．
一
一
井

上
忠
一
（
赤
岩
一
）

◎
蚕
の
部

．
．
↑
九
日
か
ら
一
月
．
．
．
日
ま
で
・
坪
、

休
業
し
ま
す
。

「
差
押
物
件
公
売
の
　
　

…
　
お
知
ら
せ
　
　
　
　
一

　

　
市
税
滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、
差
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

抑
巾
の
物
件
が
、
左
記
の
と
お
顧

・
り
市
役
所
で
入
札
に
よ
っ
て
公

…
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
買
受
こ
希
望
の
方
は
、
市
役
所

一
前
掲
示
板
に
掲
ホ
し
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
公
売
公
告
」
を
ご
覧
の
上
当

ロ
入
札
し
て
下
さ
い
。

「
◎
十
二
月
レ
一
．
．
日
レ
一
時

…
電
話
加
入
使
細
蟹
、
宅
地
五
十
　

　
　
旧
四
畝
八
議
、
κ
畝
二
十
r

西
ル
◎
＋
二
月
＋
七
日
±

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

◎
十
二
月
二
十
日
十
一
時
宅

一重
六
件
、
田
三
件
、
家
屋
二
件

（
十
一
月
十
口
什

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一
野
）
ま
ゆ
一
等
一
無
木
理
玉

ま
ゆ
葦
葺
茂
人
郎
（
奥
皿
禦
購
駄
目
瞭
雛
遡
時
田
四
顧
宅
地
一
件

一
の
用
件
は
お
筆
下
さ
い
・

［

日疋橋推鈴

高田木葉木

千重幸康久

一
傭
人
を
命
ず
る

　
　
（
各
通
）

（
十
二
月
一
日
付

夢
一
唖
　
イ
　
｝
　
‘
　
味
　
「
p
　
ト
　
｛
角
痴
…

」
｝
　
　
一
’
　
　
　
7
茎
’
　
J
　
　
　
b
　
マ

　
正
月
の
メ
モ

ー
n
　
新
年
名
刺
交
換
会

5
日
　
日
向
市
消
防
出
初
弍

　
（
午
前
八
時
、
財
光
吉
飛

　
場
跡
）
　
　
　
　
　
、

10

冝
@
公
明
選
挙
価
W
語
審
存

　
（
選
管
嘆
務
渦
）

6
日
　
成
人
式
（
午
前
十
蒔

　
市
役
所
一
堂
）
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米
の
政
府
買
入
指
示
書
を

受
け
と

つ
　
た
ら

込
鐸
叶
轟
諜
肝
灘
噸
艘
　
惣
踊
上
編
鋲
膿
黙
黙
雛
獣
編

墾
㎜
紅
繰
繋
職
難
膿
融
編
譲
礫
…
欝
麓
纏
附
譲

り
ま
す
が
、
当
初
予
定
牧
町
数
…
文
轡
（
市
農
林
課
、
各
支
所
に
　
つ
て
、
期
限
の
厳
守
は
も
と
よ

鍬
は
七
一
十
号
台
風
の
災
害
又
｝
備
え
て
あ
り
ま
す
）
を
以
つ
　
り
、
異
議
、
変
更
を
し
な
け
れ

ば
冷
害
（
九
月
）
に
よ
り
牧
穫
｝
て
、
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
↑
ば
な
ら
な
い
農
家
は
、
指
示
井

量
が
予
想
以
上
の
減
牧
で
あ
る
｝
日
以
内
に
墨
議
の
申
立
が
出
来
を
受
け
た
ら
甲
〔
に
各
人
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
…
ま
す
。
A
の
揃
．
、
小
階
を
受
け
た
　
災
害
そ
の
他
の
理
由
、
印
鑑
を

的
弓
も
減
牧
に
よ
っ
て
異
講
申
．
農
家
で
、
数
鍛
の
売
渡
が
園
惟
持
っ
て
市
農
林
課
、
ま
た
は
茎

立
、
変
更
請
求
を
し
な
け
れ
ば
｝
の
場
合
は
、
十
二
月
二
卜
八
日
｝
支
所
ま
で
お
い
で
生
き
い
・

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
｝
ま
で
に
翼
長
に
対
し
文
臣
（
市
一
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
）

が
、
脱
漏
し
て
大
変
困
っ
た
指

薔
目
隠
犠
燃
鰯
翻
　
温
か
い
思
い
や
り
で

女
う
な
農
家
が
な
い
よ
う
r
．

約
制
優
の
大
体
を
お
知
ら
母

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
巾
長
よ
り
政
府
買
人
数
殿
指
「
市
も
只
今
呼
び
か
け
を
行
っ
て
一
他
、
葵
口
隅

撚
藤
詳
御
斎
鵬
鷺
鷲
聖
意
旺
懸
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一．

D
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
ま
人
々
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
な
貧
し
い
人
々
は
、
市
内
で
約

　
A
、
予
約
数
鰍
通
り
指
一
小
　
」
四
白
唯
惜
、
約
．
丁
一
、
．
百
人
に

　
B
、
f
約
は
し
て
い
る
が
実
の
ぼ
り
古
す
。
巾
と
巾
社
会
福

収
高
目
．
．
．
留
年
を
勘
案
し
て
f
万
華
醗
会
で
は
各
区
長
、
婦
人

監
理
f
指
小
、
C
、
事
前
売
渡
団
体
連
絡
協
議
会
の
協
力
を
得

型
込
は
し
て
い
な
い
が
氷
穀
の
　
て
、
卜
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た

実
収
高
前
．
力
年
を
勘
案
し
て
り
、
物
資
取
集
め
夕
し
て
戴
く

指
小
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ヰ
す
。

が
、
そ
の
指
示
数
徽
に
対
し
異
　
　
物
資
は
中
占
衣
料
、
日
用

　
　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い

歳
末
扶
け
合
い
棚
動
は
、
当
一
ロ
開
、
食
料
口
醐
、
学
用
ロ
開
、
済
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
、
オ
モ
チ
ャ
な
と
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
結
構
で
す
。
現
金
は
品
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
換
え
て
届
け
ま
ケ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
分
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
閑
日
配
分
湊
員
八
ハ
を
開
い
て
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
決
定
し
、
二
↑
日
に
民
牛
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
の
手
を
通
じ
て
該
当
家
庵
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
市
民
皆
様
の
温
か
い
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
り
で
、
み
ん
な
が
お
1
1
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
楽
し
く
迎
え
ら
れ
る
k
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
た
し
ま
し
よ
う
。

塁
【
三
三
≡
女
気
一
薫
…
＝
㎜
三
「
藁
ヨ
一
一
§
一
ξ
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＝
噛
重
　
「
一
｝
，
謹
㌔
一
「
警
日
｝
三
聞
㎜
嚢
一
三
＝
棄
一
一
「
≡
　
一
…
一
菱
藁
「
一
一
ξ
≡
一
諮
至
萱
三
≡
藁
一
　
二
「
竃
一
ヨ
罫
7
ミ
「
議
「
一
「
三
塁
＝

　
り
　
　
　
　
コ
　
　
　
り
　
　
リ
　
　
コ
サ
　
る
ロ
　
　
サ
ニ
リ
ロ
で
マ
ロ
ワ
　
　
じ
　
の
コ
リ
　
　
じ
コ
サ
　
コ
　
じ
サ
　
ワ
リ
ユ
コ
コ
コ
リ
コ
　
ロ
　
　
ロ
コ

　
火
の
用
心
　
　
｝

～
火
“
の
多
く
な
る
不
節
を
ひ
か
・
ス
、
市
日
’

㌔
防
本
部
で
は
、
市
内
消
防
団
の
協
力
の
ド
（

“
に
、
⊥
る
十
一
月
二
卜
六
口
よ
り
一
。
一
．
月
｛

甲
二
H
ま
で
火
災
．
P
防
週
間
に
あ
た
っ
て
、
、

”
広
報
車
を
先
頭
に
六
台
の
消
防
自
動
耶
、
　
一

一
穿
ー
ト
バ
イ
等
で
、
火
の
川
口
を
市
民
に
一

旧
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
二
日
に
は
、
婦
一

口
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
役
員
が
、
一
日
消
一

編
防
団
員
と
な
り
、
消
防
制
服
に
身
を
固
め
｛

隔
て
、
黄
色
い
声
で
布
民
へ
呼
び
か
け
ま
し
｛

・
こ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

・
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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－
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’
一
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壷
7
6
¶
’
、
f
「
6
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鱒
灘
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は
一
．
雇
市
長
・

　
　
　
　
　
の

が
ス
タ
ー
タ
｝

　
　
　
　
　
｝

1
と
な
2

て
、
大
き
な

体
に
小
さ
く
　

見
え
る
ビ
ス
［

礼
答
ト
で
雑
劇
灘
調
鮮
論
帆
詐
戦
九
区
古
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
3
5
分
5
1
秒
、
④
窩
島
中
A
2
　

々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
問
3
7
分
0
3
秒
、
⑦
美
々
津
中
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
2
時
間
3
9
分
0
4
秒
目
③
門
川
｝

美
　
　
　
　
中
・
時
間
3
9
翁
酸
⑨
岩
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
2
幽
間
4
2
分
1
0
秒
、
⑩
露
島
㎜

二
・
冗
孕
・
の
〒
ス
で
巾
・
（
途
中
諜
・
　
・
～

参
加
レ
チ
ー
ム
に
ヒ
つ
て
、
行
．
【
区
総
員
】
　
　
　
　
　
，
　
…

購
轄
々
沖
中
へ
富
謹
簿
騨
｝
緊
黙
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
湿
熱
繰
返
禰
髄
％
仏
鍵
縣
賑
鱒
醒

し
た
た
め
、
巾
内
沿
道
は
応
援
一
明
（
獲
中
A
二
年
生
）
、

見
物
て
人
に
き
わ
い
を
早
し
ま
一
区
黒
木
義
国
（
同
二
年
生
）
　
「

歳
末
の
防
犯
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
績
は
美
々
　
　
な
い
こ
と
が
人
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
中
A
チ
ー
　
5
、
悪
質
な
行
商
人
、
た
㌧
き

…謝

国
酷
Q
鱗
鯛
側
帯
襯

翻酬
s
�
助
ﾕ
藤
綱
騰
耀

轍
懸
盤
騨
　
獺
郷

返
し
↓
事
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
・
う
ま
す
ぎ
る
も
う
け
瀕

ド
エ
　
　
し

2
冊
r
田
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
、
あ
ま
い
相
談
に
は
の
ら

折
返
し
↓
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
こ
と

貼
駅
狗
ゴ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
、
深
夜
の
訪
問
客
に
は
よ
く

ル
の
四
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
め
て
戸
を
あ
け
ま
レ
よ
う

　
　
　
　
　
1
、
戸
締
り
を
完
全
に
し
、
な
1
2
、
婦
女
子
の
深
夜
の
一
人
歩

　
　
　
　
　
　
る
べ
く
留
守
審
を
お
く
こ
と
　
　
き
は
絶
対
に
さ
け
る
こ
と

ト
ル
を
ふ
り
｝
2
、
寝
る
と
き
は
、
家
の
中
を
1
3
、
忙
し
く
と
も
、
r
供
の
火

あ
げ
て
、
二
　
　
く
ら
く
、
外
を
明
る
く
す
る
　
・
遊
び
等
に
注
意
し
火
災
予
防

コ
く
し
な
一
3
、
自
転
車
に
は
カ
ギ
を
す
る
　
　
に
っ
と
め
ま
し
よ
う

が
ら
選
手
達
一
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
、
子
供
の
夜
遊
び
は
不
良
化

　
　
　
　
　
コ

を
送
り
出
し
｝
4
、
押
し
売
り
に
は
、
相
乎
に
　
　
の
第
一
歩
で
す
。
よ
く
よ
く

ま
し
た
・
　
｝
　
な
ら
な
い
、
見
な
い
、
買
わ
－
見
守
り
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
1
5
、
空
気
銃
、
猟
銃
に
よ
る
噴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
は
、
了
供
の
持
出
し
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
完
△
」
な
場
所
に
保
管
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
、
不
良
者
の
暴
行
、
ゆ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
た
か
り
等
の
被
害
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
警
察
に
届
出
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
、
道
路
で
遊
ん
だ
り
、
幼
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
人
歩
き
は
や
め
と
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
り
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
、
　
「
人
は
右
、
嘩
は
左
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
而
・
父
通
を
守
り
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
、
子
供
に
無
駄
使
い
を
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
、
被
害
現
場
は
そ
の
ま
＼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
す
く
警
察
へ
届
出
て
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
　
　
（
日
向
警
察
署
）

請
願
書
等
を
出
す
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
次
の
注
意
か
い
り
ま
す
1

　
　
市
二
会
に
提
出
さ
れ
る
廿
日
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
提
出
の
と

第
版
覇
鍵
い
っ
鑓
顯
鴛
巌
脇
働
眠
る
タ
り
お

麟
難

　
の
理
由
を
、
具
体
的
に
、
簡

　
明
に
紀
噛
し
て
下
さ
い
。

3
、
提
出
者
の
住
所
、
氏
名
は

明
濡
し
必
ら
ず
押
印
し
て
下

　
さ
い
。

　
爾
連
名
で
提
出
の
場
合
は
一

名
を
代
表
者
と
し
て
明
示
…

　
し
、
爾
役
の
諸
墨
田
に
便
な
．

　
る
よ
う
に
留
意
し
て
下
さ
い
．

4
・
そ
の
他
の
留
意
事
項
　
…

ω
請
願
磐
に
は
必
ら
ず
一
名
一

　
　
以
上
の
議
員
の
紹
介
が
必
．

　
　
要
で
す
。
議
員
の
紹
介
は

ご
利
用
下
さ
い
／

市
営
公
益
質
屋
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
向
郵
便
局
前
で
す
） 一

●

　
必
ら
ず
本
人
の
署
名
押
印
．
　
し
て
取
扱
い
ま
す
様
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
請
願
書
に
準
じ
て
下
曽

ω
請
願
轡
は
必
ら
ず
一
畳
　
ω
提
出
に
つ
い
て
、
特
ゲ

礪
瀬
棚
購
麟

　
一
請
願
轡
の
申
に
土
木
、
軌
　
　
出
し
て
下
さ
い
。

膿
襲
撃
馳
緒
…
講
綿
法
委
抜
・

㈲
陳
纏
に
つ
い
て
は
別
壁
響
二
＋
四
条
普
通
地
方
八

法
的
規
則
が
あ
り
喜
亙
堺
粛
簾
鵡
嬉

が
、
議
員
の
紹
介
が
得
ら
一
に
よ
り
請
願
し
な
け
れ
庫

れ
な
い
も
の
は
陳
情
書
と
一
ら
な
い
。

リコ

ｭ
コ
ゴ
　
げ
と
ノ
ち
ノ
も
ご
　
ノ
ち
の
ち
ロ
し
の
こ
き
も
ノ
も
ノ
ち
も
ヤ
ク
ら
　
げ
ち
ぎ
コ
ち
ノ
　
　
ヲ
ち
ノ
ち
の
ち
ノ
ら
ニ
コ

紳
新
年
の
市
政
に
望
む
　
　
　
　
　
臨

月
　
　
　
　
－
原
稿
を
募
集
i

謙
襯
羅
罐
購
蕪
遡
蜥

へ
当
初
の
、
お
祭
り
騒
ぎ
的
な
段
階
を
過
ぎ
て
、
著
実
な
ぞ

へ
し
て
具
体
的
な
準
備
段
階
に
入
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

…
羅
辮
鱒
欝
欝
號
駁
惣

～
皆
さ
ん
の
建
設
的
、
積
極
的
な
市
政
に
対
す
る
ご
要
咽
、
ご

（
二
見
を
率
直
に
お
き
か
せ
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

簾
撫
聾
謬
い
一
分

置
　
△
送
り
先
1
1
市
役
所
市
長
室
広
報
係

～
　
△
原
　
稿
n
官
製
は
が
き
使
用
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

凸
　
　
　
　
明
記
。

、

…　．。の．・’．．・◎．・8，・隣・．。「，・日●。Or．●．・・9

？
に
つ
い
て
は
、

　
・
し
て
い
た
こ
と
が
、

　
皿
き
る
資
料
を
必
要
と
し
ま
r

　
　
が
、
最
近
取
扱
い
が
緩
和

　
　　

・
れ
、
そ
の
資
料
を
保
有
し
で

凸
な
い
人
は
、
外
地
に
お
け
・

晒
人
で
引
揚
背
で
あ
る
者
二
武

∵
上
の
証
明
が
あ
れ
ば
よ
い
7

ロ
　
　
コ

ピ
に
な
り
ま
し
た
。
証
明
用
鮮

罎
市
民
課
に
備
付
け
て
あ
り
・

引
揚
者
給
付
金
等
（

請
求
は
個
人
の
証
醐

で
よ
い
こ
と
に
な
”

ま
し
た

従
来
引
揚
者
給
付
金
箸
の
甥

　
　
　
　
　
　
終
戦
二
六
h

以
上
外
地
に
生
活
の
本
拠
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
証
m

り
　
　
　論

撫
馬
脚
犠
薩

｝
一
で
は
剋
ん
で
い
ま
す
。

と
か
ら
、

い
一
さ
い
。

ど
し
ど
し
御
利
用
／

な
お
そ
の
他
の
耶

昭和32年（1957）12月10〔発行
口
響

中
央
区
の
市
政
座
談
会

市
役
所
職
員
は
こ
の
頃
食
く
な
っ
た

中
央
区
長
（
戊
合
山
芋
）
か
ら

申
出
が
あ
っ
て
、
十
笠
月
四

日
午
後
一
時
半
か
ら
配
時
ま
で

町
村
会
館
で
、
市
政
座
談
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

区
民
の
出
席
は
、
余
り
よ
く
な

く
二
卜
名
で
し
た
が
、
出
席
者

一
は
殆
ん
ど
皆
が
発
、
d
き
れ
た
こ

と
は
、
よ
い
傾
向
だ
と
恩
い
ま

．
し
た
。
こ
の
会
で
は
主
と
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、

．
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
人
災
を
お
知
ら
げ
し
て
、
皆

様
の
御
参
考
と
し
ま
同
。

市
役
所
か
ら
の
出
盛
者
は
、
一
．
．

尾
市
長
、
河
野
牧
入
役
、
寺

町
総
務
課
艮
、
蝶
野
税
務
課

一
艮
、
福
田
商
工
水
客
課
長
、
一
、
一

で
し
た
。

　
○
叩
は
区
民
の
質
問
、
◇
印

は
市
艮
の
応
答

○
工
場
誘
致
に
つ
い
て
、
県
と

南
と
の
間
に
喰
違
い
が
あ
る
よ

う
な
ウ
ワ
サ
を
…
聞
く
が
。

◇
喰
謂
い
な
ど
全
く
な
い
。

た
ゴ
県
と
市
と
は
、
誘
致
に
対

す
る
気
分
が
違
う
と
い
う
か
、

市
と
し
て
は
、
地
元
と
し
て
、

ど
う
し
て
も
中
戸
が
強
気
に
な

る
。
県
は
県
全
体
を
囲
え
る
。

そ
の
よ
う
な
点
が
違
う
だ
け

だ
。○

誘
致
を
急
き
す
ぎ
て
損
を
す

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。
佐

伯
市
の
例
も
あ
る
の
で
。

◇
私
は
止
直
な
南
政
を
す
る
主

樹
衛
生
課
長
、
土
木
課
畏
の
蒼
黒
だ
が
、
π
血
の
上
に
バ
カ
が

一租
反
醇
系
モ
、
舐
和
広
服
系
三
つ
か
な
い
よ
う
、
潟
町
条
件
な

ど
に
つ
い
て
は
慎
爺
に
研
究
し

て
い
る
か
ら
、
御
心
配
は
い
ら

な
い
。

0
工
場
敷
地
の
買
収
ま
地
の
評

価
に
つ
い
て
、
所
有
者
が
、
余

り
高
い
こ
と
を
要
求
し
て
囚
る

と
き
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
処

理
す
る
か
。
い
～
加
減
な
と
こ

ろ
で
買
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
は

出
来
狙
か
。

◇
固
定
資
産
の
評
価
額
を
下
廻

る
よ
う
に
は
な
ら
ぬ
。
工
場
側

の
成
立
た
ぬ
よ
う
な
こ
と
を
し

て
は
、
来
る
名
も
来
な
く
な
る

の
で
、
市
民
と
し
て
の
協
力
が

必
硬
だ
。
公
共
用
で
な
い
か

ら
、
土
地
牧
川
払
で
無
口
矢
即

と
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ぬ

が
、
適
当
な
価
格
て
、
L
場
誘

致
に
協
力
し
て
貰
い
た
い
と
思

．
り
o

O
門
川
町
と
の
合
併
は
。

◇
今
の
と
こ
ろ
先
方
は
し
な
い

と
置
っ
て
い
る
。
つ
い
で
に
お

詔
し
す
る
が
、
最
近
延
岡
市
と

日
向
市
と
合
旧
し
な
い
か
と
い

っ
て
私
の
意
見
を
訊
き
に
来
る

も
の
が
あ
る
。
延
岡
市
と
日
向

市
か
合
併
す
る
よ
う
な
場
合

は
、
門
川
町
も
一
緒
に
な
る
と

い
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

○
裁
判
所
の
場
所
は
、
今
の

ま
～
で
は
適
当
で
な
い
と
思

う
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る

か
。◇

裁
判
所
と
し
て
も
、
映
画
館

の
近
く
で
は
よ
い
場
所
と
は
考

え
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
将
来
は

も
っ
と
静
か
な
処
に
移
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
－

○
市
役
所
は
ど
う
な
る
か
。

◇
古
い
建
物
だ
し
、
何
れ
立
派

な
も
の
を
新
築
し
た
い
。
場
所

は
今
の
場
所
を
考
え
て
い
る
。

運
動
場
は
市
民
仏
場
と
し
て
残

し
た
い
。

O
市
役
所
褻
の
墓
場
は
ど
う
す

る
か
。

◇
何
れ
、
も
っ
と
適
当
な
場
所

に
移
し
た
い
。

○
富
嵩
駅
の
東
側
か
ら
、
港
へ

通
ず
る
中
央
道
路
（
三
菱
道

路
）
は
、
和
め
下
を
ト
ン
ネ
ル

で
、
西
側
に
通
ず
る
よ
う
に
出

来
な
い
か
。

◇
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
し
か

し
、
工
場
が
出
来
れ
ば
、
四
駅

が
出
来
て
、
承
要
な
道
路
と
な

る
。
巾
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
な

る
計
両
で
あ
る
。

○
市
会
議
員
の
凝
る
者
は
、
立

候
補
の
時
、
才
費
な
ど
い
ら
な

い
と
公
約
し
た
者
が
い
る
が
、

誰
か
公
約
を
実
行
し
た
者
が
あ

る
か
。

◇
才
7
2
は
七
繭
の
内
で
は
一
続

低
い
額
に
な
っ
て
い
る
。

○
中
央
区
は
特
に
区
内
の
地
域

が
や
～
こ
し
い
。
区
域
を
再
考

し
て
ほ
し
い
。

◇
区
に
よ
っ
て
は
複
雑
で
困
る

よ
う
な
地
域
も
あ
ろ
う
か
ら
、

研
究
し
て
実
施
し
た
い
。

○
納
税
令
書
は
一
年
分
が
来
て

い
る
が
、
各
納
期
毎
に
出
し
た

方
が
忘
れ
な
い
。

◇
（
税
務
課
長
）
印
刷
経
費
の

都
合
で
し
て
あ
る
が
検
討
す

る
。○

不
正
申
告
が
あ
る
場
合
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

◇
ハ
税
務
諜
長
）
市
と
し
て
も

調
査
す
る
の
で
、
不
正
な
印
告

を
そ
の
ま
～
と
り
あ
げ
て
は
い

な
い
。

○
区
長
は
区
民
が
作
っ
た
も
の

で
、
市
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
む
や
み
に
仕

事
を
や
ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
。

◇
（
総
務
課
畏
）
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
気
を

つ
け
る
。

O
生
活
協
同
組
合
や
市
役
所
食

堂
は
、
地
元
の
商
品
を
納
入
す

る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

◇
（
商
工
黙
黙
）
そ
の
よ
へ

あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
。

○
市
役
所
は
こ
の
頃
は
、
市

の
市
民
に
対
す
る
応
対
な
ド

変
よ
く
な
っ
た
。
た
だ
休
ち

間
中
電
話
を
か
け
た
時
、
m

が
足
り
な
い
の
で
、
各
課
に

名
位
は
、
電
話
応
答
で
き
ス

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

◇
休
み
時
間
中
も
市
民
の
育

に
迷
惑
か
け
ぬ
よ
う
に
し

い
。

○
亀
崎
方
而
か
ら
富
高
小
に

う
児
童
の
た
め
、
巾
ニ
メ
ー

ル
位
で
よ
い
か
ら
通
学
道
諮

造
っ
て
ほ
し
い
。

◇
私
も
考
え
て
い
た
こ
と
な

で
、
な
る
べ
く
早
く
造
る
ト

に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
・

聾
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